
2023年7月版



Beyond the Crisis, Change and Challenge for Next Decades
帝京SPHは、2021年度に10周年を迎えました。奇しくも、3年前か
らのCOVID-19のパンデミックにより、世界中の人々、そして、公衆
衛生は大きな危機に直面し、私たちは多くの変化が求められました。
この大きな危機を乗り越えて、次の10年、そして、その後に向けて、
帝京SPHは、挑戦と変化を続けていきます。

帝京大学大学院公衆衛生学研究科（帝京 SPH）は、2011年 4 月
に設置され、専門職学位課程を開講しました。Master of Public
Health（MPH）に加えて、2014 年 4 月には Doctor of Public 
Health（DrPH）を取得できる博士後期課程も開講しました。わが
国初の独立専攻の公衆衛生大学院（SPH）のひとつとして設立され
た帝京 SPH は約10 年間、国内 SPH のフロントランナーとして走り
続けてきました。2023 年度は在学生 64 名を数えるまでになりま
した。修了生は 250 名を超え国内外の公衆衛生の現場で活躍して
います。

10月6日（金）

（入学定員）1年コース10名・2年コース20名
（入学定員）6名

Rolling admission（随時出願・随時選考方式）を採用しています。入学定員に達した場合、以降の入試を行わない場合があります。

2024年度 入試情報

研究科説明会

12月1日（金）

1月12日（金）

2月29日（木）

10月6日（金）～
10月12日（木）

12月1日（金）～
12月11日（月）

1月12日（金）～
1月18日（木）

2月29日（木）～
3月6日（水）

2023年7月15日（土）
2023年12月2日（土）

1月31日（水）まで
2024年

2月15日（木）まで
2024年
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健康増進のための
企画・運営管理 公衆衛生の政策公衆衛生と

保健医療システム
科学的根拠に基づく
公衆衛生アプローチ

専門職連携の
実践 システム思考コミュニケーション

データと分析 リーダーシップ、運営管理、
ガバナンス、アドボカシー

政策とプログラム 教育と人材開発

リーダーシップ

専門職学位課程公衆衛生学専攻2020年度修了生（9期生）
黒田　藍さん
　行政保健師として働く中で、保健活動のプロセスや成果をうまく評価できず、本当に住民の健康を守る仕事ができているの
だろうか、ともやもやした思いを抱えていました。この気持ちを何とかしたい！そう思って入学したのが、帝京 SPHでした。
　帝京 SPHでは、「問題解決型アプローチ」という考え方を基に、公衆衛生上の課題に取り組む一連のプロセスを学びました。
「問題は何か」「その要因は何なのか」「ステークホルダーは誰なのか」。課題研究などを通じて常に意識しながら取り組むことで、
入学前に抱えていたもやもやが少しずつ晴れ、保健活動のプロセスや成果の評価を真に実践する力を身に着けることができた
と実感しています。
　これらの学びの中で改めて気づいたことは、
・地域の課題解決方法は、地域の中にある
・課題解決には、ステークホルダーと専門職が共に考え、取り組む姿勢が重要である
・専門職は、エビデンスに基づいた知識とアプローチ手法を持って関わってこそ、地域全体の健康づくりやエンパワメントに寄与できるということです。
　学びは市町村保健センターでの仕事にも活きています。保健活動のプロセスを見える化し、活動評価を進めたことで、活動に関わる保健師自身もエ
ンパワメントしあえる風土が醸成され、住民にもより笑顔が見られるようになったと感じます。
　単に「研究をする」のではなく、いかに現場でより良い「公衆衛生活動を実践する」か。その考え方と手法を学べるのが、帝京 SPHだと思います。
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臨床疫学特論、リスク科学特論、疫学・生物統計学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、等

応用生物統計学特論、統計モデル特論、臨床試験特論、カテゴリカルデータ解析特論、等

健康行動科学概論、健康教育学、社会疫学、ヘルスコミュニケーション学、地域包括ケア実習、ハーバード特別講義（社会行動科学）

保健政策学特論、医療経済・経営学特論、医療経済分析特論、地域保健学特論、国際保健政策学特論、Healthcare Management、
Universal Health Coverage & Aging Society、保健政策・医療管理学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

保険政策・医療管理学概論、医療経済学、地域保健学、国際保健学概論、国際母子保健学、国際保健学実習、ヘルスデータ分析入門、
医療管理学実習、ハーバード特別講義（保険政策・医療管理学）

リーダーシップマネジメント特論、公衆衛生倫理学特論、等
公衆衛生倫理学、医学基礎・臨床医学入門、調査・研究法概論、健康医療情報学、インターンシップ、公衆衛生政策学、論文の書き方セミナー、等

産業保健統括管理学特論、産業環境保健学特殊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

帝京 SPH では、公衆衛生の基本 5 領域にその道の専門家を配置すると共に、外部の実務家や他
大学の専門家を客員教員や非常勤講師として協働して指導にあたっています。MPHには約50科目、
DrPH には約40科目あります。
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・新型コロナウイルス感染症陽性者の精神的健康改善の支援に関する検討
・東京都北区保健所新型コロナウイルス電話相談内容分析による電話相談業務改善案の検討
・感染症専門医の非常勤勤務による抗菌薬適正使用への貢献並びに新型コロナウイルス感染症流行の影響
・重傷外傷患者に対するドクターカーの有効性に関する検討
・後ろ向きコホート研究による大腿骨近位部骨折の生命予後因子の探索
・大規模企業法人における産業看護職の雇用状況と健康経営の認定との関連
・医療保険者における糖尿病予防対策の在り方について
・男性同性愛等におけるHIV有病関連因子の検討と有病予測モデルの試行
・路上生活者におけるNPO団体の抱える課題
・バヌアツ共和国思春期児の栄養不良の二重負荷と生活習慣の関連についての探索

http://www.med.teikyo-u.ac.jp/̃tsph
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2023年4月現在

Douglas Dockery, Peter Baxter 2), David Christiani, Stefanos Kales, Rose Goldman, 
Philippe GrandJean, Jaime Hart

　ハーバード特別講義や国際サマースクールに参加するため、帝京SPHには世界から学生が集います。北京大学、ハルビン医科大学、イン
ドネシア大学、フィリピン大学マニラ校、チュラロンコン大学、マヒドン大学、台北医科大学などアジアの学生中心です。国際サマースクール
は、米国南カリフォルニア大学の国際保健学修士課程の海外コースでもあり、同校から毎年10名の学生が参加します。
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